
ハーグ条約の概要

＜正式名称＞

・国際的な子の奪取の民事上の側面に関する条約
・Convention on the Civil Aspects of International Child Abduction

 締約国は2021年４月現在，101か国
 日本は2014年1月24日に署名・受諾。2014年4月1日より発効

＜基本的な考え方＞ 子の利益が最も重要
➀条約締約国の間において，一方の親に国境を越えて不法に連れ去られ，
または留置された子の返還を確保
（両親の国籍は問わない）
⇒原則：不法に連れ去り・留置された子は，原則として元の居住国（常

居所地国）へ返還する。
例外：子が心身に害悪を受ける重大な危険がある場合等

➁国境を越えた親子の面会交流を促進
（不法な連れ去り等の有無は無関係）
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※赤字下線は日本との間で事案がある国・地域（４１か国・１地域）

リトアニア
ルーマニア
ルクセンブルグ

ロシア

アジア

シンガポール

スリランカ

タイ

韓国

中国（香港，

マカオのみ）

日本

フィリピン

パキスタン＊

大洋州
オーストラリア
ニュージーランド
フィジー

ハーグ条約締約国（2021年4月現在，101カ国）

＊日本との間では未発効
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これまでの申請実績

※ 2021年4月1日時点の数字

返還援助申請 面会交流援助申請

日本に所在する子
に関する申請

１５５（うち援助決定は１３４件）
米３９、豪１５、仏８、独７、英７、加５、伯５、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ４、伊４、
露４、香港３、西３、ｽﾘﾗﾝｶ３、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ３、スイス３、韓２、

トルコ２、タイ２、ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ２、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ２、ﾊﾝｶﾞﾘｰ２、ﾒｷｼｺ２、
フィジー１、ｺﾛﾝﾋﾞｱ１、ｽｳｪｰﾃﾞﾝ１、ベルギー１、ｳｸﾗｲﾅ１、

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ１、ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ１

（審査中２、却下等１９）

１２４（うち援助決定は１０７件）
米５０、英１０、豪９、加６、仏５、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ５、

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ５、独４、メキシコ２、伊２、タイ１、ｺｽﾀﾘｶ１、
スウェーデン１、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ１、チェコ１、コロンビア１、

伯１、ｽｲｽ１、ベルギー１
（却下等１７）

外国に所在する子
に関する申請

１２８（うち援助決定は１１２件）

米２３、フィリピン１２、タイ１１、伯８、韓７、仏６、露６、ﾍﾟﾙｰ５、
独４、豪４、ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ３、ｽﾘﾗﾝｶ３、ｽｳｪｰﾃﾞﾝ３、英３、加２、
香港２、伊１、西１、ｽｲｽ１、南ア１、ｽﾛﾊﾞｷｱ１、ﾙｰﾏﾆｱ１、

ﾍﾞﾗﾙｰｼ１、ｴｸｱﾄﾞﾙ１、チェコ１、ｸﾞｱﾃﾏﾗ１

（審査中４、却下等１２）

３５（うち援助決定は３４件）
米７、露３、加３、独３、ｳｸﾗｲﾅ２、タイ２、韓２、英２、
ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ２、オランダ２、豪１、ｳﾙｸﾞｱｲ１、ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ１、

香港１、フィジー１、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ１

（取下げ１）

合計 ２８３（うち援助決定は２４６件） １５９（うち援助決定は１４１件）


